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南筑後普及指導センター管内は、県の作付面積の約 30％を占める大豆の産地で

す。しかし、栽培面では近年大豆の収量が低迷しており、その原因の一つとして

播種の遅れと乾燥害が挙げられます。そこで、大豆収量向上のため、適期播種や

乾燥害軽減に有効な「部分浅耕一工程播種」の普及・拡大を進めています。 

部分浅耕一工程播種では、ロータリーの爪の交換やセッティングが必要である

ため、農機の専門家である農機販売店との協力・連携が重要となってきます。そ

こで、３月８日に部分浅耕一工程播種に関する農機販売店との意見交換会を開催

しました。 

まず、普及センターが令和４年産大豆の生育概況を説明し、乾燥害の影響が大

きかったこと、部分浅耕一工程播種を行ったほ場で、乾燥害が軽減されたことを

報告しました。 

その後、現場で生じた疑問や課題等について意見交換を行い、「爪の配置の考え

方」や、「事前耕起したい場合の処理方法」、「失敗事例とその対策」等について情

報共有を行いました。 

普及指導センターは、これからも関係機関と連携しながら、大豆の収量向上に

よる永続的な担い手の育成に取組んでいきます。 
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